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新日本石油は合併に伴うシステム再構築のインフラに
Solaris、EMC製ディスクアレイ、SilkWormを採用

「ENEOS」ブランドで親しまれて

いる新日本石油株式会社は、1999年

4月、日本石油と三菱石油の合併に

よって誕生した日本最大の石油会社

です。2002年6月、合併直後の日石

三菱株式会社から、現在の社名に変

更しました。合併は、両社の設備を

総合的に運用して企業体力を高める

だけでなく、合併をきっかけとして

業務全体を抜本的に見直し業務の効

率化を進めることにより、米メジャ

ーなどとの競争力を高めることが大

きな目的でした。なお、現在では「総

合エネルギー企業体制の確立」を経

営ビジョンの柱に据え、「コアビジ

ネス（石油）の収益力強化」と「新

エネルギービジネス（電力、ガス、

燃料電池など）への挑戦」に全力を

あげ取り組んでいます。

1年間じっくりと業務を見直し

作り込まれた新システム　

合併の際、経営陣は情報システム部

に対し、効率の良い新たな業務シス

テムを合併後3年以内に立ち上げる

ように指示しました。そこで、じっ

くりと業務の見直しを行うため、ま

ず1年を費やしました。「システム

統合の前に業務改革ありきでプロジ

ェクトを進めていきました。競争力

を高めるための合併なのだから、業

務の効率化とスピードアップを優先

すべきだと考えたのです」と、情報

システム部情報インフラグループマ

ネージャーの横山滋氏は言います。

そして、合併前には両社で各々運用

されていたメインフレームによる基

幹システムは、合併後3年でオープ

ン系システムへと統合され稼働を迎

えました。基幹業務である販売およ

び物流システムに加え、新たな機能

として①5,000人以上が利用するシン

グルサインオン、②DWHの構築に

より全社で活用できるOLAP、③電

子帳簿保存法に対応した電子帳票シ

ステムなども追加されています。ま

た、並行してサービスステーション

（SS）向けシステムや顧客カードシ

ステムなど、社外向けのリテール系

システムも再構築されています。

同時に進む再構築プロジェクトの全体

最適を見据え共通のインフラにSolaris

とEMC製品を採用

このように、複数システムの再構築

が並行して進められる中、情報シス

テム部では「共通インフラプロジェ

クト」を推進し、純粋なインフラの

みならず、システム開発・運用管理

の効率向上のため、開発から運用ま

での全工程に渡り、全社的な統一を

図ることとしました。

新日本石油株式会社は、1999年の合併以来、3年間をかけて情報システ

ムの刷新を進めてきました。並行していくつものシステムを再構築してい

く中、同社が共通のインフラとして選んだのは、Solarisサーバ、EMC製

ディスクアレイ、Brocade SilkWormシリーズ相当品のFCスイッチなど

でした。

●技術的課題：

合併を契機としたシステムの刷新に

伴い、全体が最適化された統一の基盤

によりオープン系システムを構築す

ること。

 

●ソリューション：

共通のインフラとして、サーバに

Solaris、ストレージにEMC製品、FC

スイッチにBrocade SilkWorm相当品

を採用し、ストレージは共有ストレー

ジネットワークに統合

 

●成果：

・最新技術の活用により、全ての機

　能をオープン系の新システムで実

　現

・基幹系データを中心として、共有

　ストレージによりデータの一元管

　理を実現

・統合運用管理システムにより効率

　的な運用管理を実現

・データセンター統合に向け準備が

　完了

概　要
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その結果として、サーバは主にSolaris、ディ

スクアレイはEMC製品とするなど、インフ

ラを中心として統一を図ることとなったので

す。

このプロジェクトは、横山氏や同グループの

松本隆二氏をはじめ、情報システム部と情報

システム子会社である日石情報システム（現：

新日石情報システム）の多くのメンバーが参

画し、その経験を活かして業務システムの再

構築プロジェクトと並行して進められました。

プロジェクトに先立ち横山氏らは、合併を経

験した企業にヒアリングして先例を集めまし

たが、当時はこれほどの規模の合併は珍しく、

ヒントとなるような事例はあまり多くなかっ

たとのことです。そこで、システムコンサル

タントの助言を受けつつ、プロジェクトで収

集した情報をもとに、デファクトスタンダー

ドおよび全体最適を見据えながら、自らの「一

番いいもの」を選定していったのです。

さて、もう一つの課題が、膨大な基幹データ

をいかに活用し効率的に運用するか、という

ことでありました。この課題を解決するには、

データの共有化およびストレージの統合運用

の実現が不可欠でした。メインフレーム時代

には、一つのホストで多くの機能を実現して

いたため、データの共有は自然に行われ、か

つストレージの運用も容易でした。しかし、

オープン系システムにおいては、複数のサー

バに機能が分割されるため、データ共有を行

う新たな仕組みが必要となりました。そこで、

ストレージをSANファブリック構成によりネ

ットワーク化することとし、ファイバー・チ

ャネル（FC）スイッチには、EMCのCon-

nectrixDSシリーズ（Brocade SilkWormシリ

ーズに相当）の採用に至ったのです。

�

松本氏は、「SAN構想は以前から考えていま

したが、今回の全面再構築によって一斉に構

築することができました、これからは活用の

フェーズです」と語っています。同じく基幹

システムの再構築も合併をきっかけとして着

手できたと言えます。横山氏は、次のように

語っています。「オープン系、SANというソ

リューションのメリットは、以前から理解し

ていました。しかし、日本の多くの企業がそ

うであるように、合併などのきっかけがなけ

れば、システムの再構築は提案しづらいもの

です。合併を行っていなかったら、今でも私

たちは長年のメンテナンスを重ね複雑怪奇と

なったホストシステムの保守に追われていた

でしょう」。合併に伴うシステムの全面的刷

新は、大きな効果があったと言えます。

データセンター統合でコストを削減し

ディザスタリカバリの強化も進める　

中核となる販売物流システムは2002年4月に

全面稼働し、ほぼ全てのシステムはオープン

系への移行が完了していますが、今でも一部

の旧システムが並行稼働しています（2002年

12月現在）。現在3つのデータセンター（旧

日本石油：2センター、旧三菱石油：1センタ

ー）が運用されていますが、2003年3月末を

目処に並行稼働している旧システムを廃止し、

センターを1つに統合しようとしています。

センター統合により、管理コストなどの大幅

な削減が期待されています。

�

今後は、ディザスタリカバリへの取り組みも

検討されています。グループ全体で年間売上

高約4兆円の新日本石油では、1日のシステム

停止で、数十億円の損失があると考えられて

います。横山氏は「数億円かけてバックアッ

プ／リカバリ環境を構築したとしても、決し

て高いものではありません」と、ディザスタ

リカバリへの取り組みを今後の重点課題とし

て捉えています。そこでも、SANのメリット

が大いに活かされてくるものと思われます。

新日本石油の基幹システム構成図
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